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衣服寸法の基準を設定する目的で，１９６６年および１９６７年の両年にわたり， 旭川市の幼児から成

人にいたる各年齢を対象に身体計測を実施し， その一部については小学校児童， 中学校生徒の体型

に適する衣服寸法と関連づけてすでに報告４’５）した． 今回は幼児の計測値について考察を行なった

のでその結果を報告する．
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旭川市立北星保育所および隣保会第一保育所に在籍する健康な幼児を対象として，４歳の男児２０

名， 女児１８名，５歳の男児５０名， 女児３９名， ならびに６歳の男児４８名，女児４０名の合計２１５名

について，１９６７年７月に身体計測を実施した． 年齢区分は男女とも劣歳士０．５年とした， 被験者

の生活環境の概況をみると， 保護者の職業は， 会社員， 公務員などの給料生活者が６０，５％で最も

多く， ついで商業， 工業が多い， 両親の出身地についてみると８７％は北海道が生地であり， また

被験者の大多数は旭川市で生まれ， 旭川市で成長している． すなわち，
．出生から現在までの年月を

旭川市で過ごしているものが９８，２％を占める．

　

研究項目および計測方法

　

身体計測は２１項目について実施したが， このうち被服構成に重要な次の項目について検討した，
すなわち長径項目では身長， 下肢長 〔右膝関節高＋ （右前上腸骨疎高－右膝関節高）ｘｏ．９３〕， 前上

腸骨嫁高， 膝関節高， 膳高， 股の高さ， 袖丈， 総丈の８項目であり， 周径項目では胸囲， 腹囲， 頭

付根囲’ 上腕最大囲， 大腿最大囲， 頭囲の６項目である． このほか背肩幅と体重の２項目を加えた

合計１６項目である，

　

計測方法は， 工業技術院の日本人体格調査
６）の計測方法に従い， 測定器は山越製 Ｍａｒｔｉｎの人体

測定器を用いた．

結果および考察

１ 平均値について

第１表は長径８項目について， 第２表は周径６項目と背肩幅， 体重について，
性別に平均値， 標準偏差， 各平均値間の差の検定結果を一括表示したものである，
長径８項目の各年齢間についてみると， 男児では４・５歳間の下肢長，４・５歳間

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第１表

　

長径８項目の計測結果
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第２表

　

周径６項目および背肩幅， 体重の計測結果
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丈， 女児では４・５歳間，５・６歳間の総丈には有差意が認められないが， その他の全項目にわたり

各年齢間に男女とも１％水準で有意差が認められ，いずれも加齢とともに著しい増加を示している．
また同一年齢の男女間では，４歳の身長に有意差が認められ男児が女児より優位である．

　

周径６項目および背肩幅， 体重の各年齢間についてみると， 男児では５・６歳間の胸囲と体重の２

項目に１％水準で，４・５歳間の体重には５％水準で， それぞれ有意差が認められる． 女児では５・

６歳間の頭付根囲，４・５歳間，５・６歳間の大腿最大囲，４・５歳間の頭囲，４・５歳間，５・６歳間の

体重に１％水準で，４・５歳間の胸囲， 腹囲には５％水準で， それぞれ有意差が認められる． 同一年

齢の男女間では，４歳の頭囲， 背肩幅，５歳の胸囲， 頚付根囲， 頭囲， 背肩幅，６歳の胸囲，頭囲に

有意な性差が認められ， いずれも男児が女児より優位である．

　

加齢にともなう４↑５歳間，５・６歳間の増加量 （増加率） についてみると， 各項目とも４．５歳間

の増加よりも５・６歳間の増加が大であり， この年齢期における飛躍的な成長を示している． 特に

長径項目にはこの傾向が顕著にあらわれている．

　

長径項目５・６歳間の増加量 （増加率） は， 男児では身長５．４７ｃｍ（５．１９％）， 下肢長３．２８ｃｍ（６，３７

％）， 前上腸骨赫高３，２８ｃｍ（６．１４％）， 膝関節高１．８４ｃｍ（６．９１％）， 膳高３．３８ｃｍ （５．８０％）， 股の高さ

２．９ｏｃｍ（６．３３％） である． 女児では身長５．９３ｃｍ（５．６９％）， 下肢長３．３４ｃｍ（６．５１％）， 前上 腸骨疎高

３．４２ｃｍ（６．４３％）， 膝関節高２．２５ｃｍ（８．７０％）， 謄高４．３９ｃｍ（７．５６％）， 股の高さ３．４７ｃｍ（７．６２％）で

あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　

また５・６歳間の増加量 （増加率） は， いずれも女児が男児よりも大である．

　

被験者の体格については， ほぼ同一時期に計測した工業技術院体格調査資料６）による全国平均値

と旭川市の平均値を比較し， 第１図 に長径項目成長曲線を， 第２図に周径項目成長曲線を示した．

　

旭川市の幼児が， 全国平均値に比べて優位な項目は， 周径， 幅径項目であり， 長径各項目は全国

平均値の方がやや優位である． すなわち旭川市の幼児は， 胸囲， 腹囲， 頭付根囲， 背肩幅が全国平

（３２）
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長径項目成長曲線
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第２図

　

周径項目成長曲線

　　　

一－－旭川市平均値

ｎ…・…”全国平均値

均値よりも各年齢でともに上回っており， いわゆる 「ずんぐり」 型を示している，

　

さきに報告４’５）したように， 旭川市の小学生， 中学生の頭囲を除く周径各項目の平均値は， 全国

平均値よりも優位である． 今回の幼児の計測値も同様の傾向がみられるのは興味深い．

　

次に土井ら１’２）による 京都市における平均値と比較すると，４， ５，６歳児の胸囲， 腹囲， 背肩幅

などの項目は， 旭川市の幼児の方が京都市の幼児よりも， 男女ともに優位である．

　

また原田ら８）の倉敷市における平均値について，４歳，５歳の男女児を比較すると，背肩幅では旭

川市の幼児が倉敷市の幼児よりも優位であるが， その他の項目では顕著な差はみられない．

２ 年齢別体型について

　

第３図， 第４図は旭川市における７歳児の身体計測値の平均値
４）を基準として Ｍｏｌｌｉｓｏｎの関係

（３３）
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年令別体型の比較（女児） －－－－・ー６歳

…………・・５歳

…………‐‐４歳

偏差折線をかき， 幼児の年齢別体型の総合比較を行なったものである．

　

男児， 女児ともに各項目の年齢別折線の振幅には概して類似した傾向がみられる， 項目別では長

（３４）
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径項目よりも， 周径項目の腹囲， 上腕最大囲， 頭囲， 背肩幅などが７歳値に接近している． また女

児の偏差折線の傾向は， 総体的に男児よりも早く，７歳体型に近付く様相が示されている． すなわ
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成人体型との比較（男児）
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成人体型との比較（女児）
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ち胸囲， 腹囲， 上腕最大囲の３項目では，４，５，６歳の各年齢の女児が男児よりも７歳に近い値を

示している． しかし頭付根囲， 体重は男児よりも負に偏し， 男女児間には体型差のあることが示さ

れている．

３

　

成人体型との比較

　

幼児が成人体型に移行する成長過程を考察するため， 成人値 （全国平均値２０歳）６）を基準とした
Ｍｏｌｌｉｓｏｎ の関係偏差折線により， 男児の体型を比較したものを第５図に， 女児の体型を比較 した

ものを第６図に示した．
幼児は， 男女ともにすべての項目で成人値より著しく小さい値を示している． 特に長径項目は成

人基準値よりも大きく負に偏し， 一５０～一１２びの範囲となる． しかし周径項目は， 男女ともに長

径項目よりやや成人値に近く， ー３び～－７０の範囲である．

　

また男女別に比較すると， 総じて女児は男児よりも成人体型に近い傾向がみられる． しかし項目

別では， 腹囲と頭囲の‐２項目が男女ともに成人値に近い． すなわち成人とは異なった． 幼児特有の

体型を示していると云える，
４ 相関係数について

　

幼児の身長， 胸囲に対する各項目の相関係数を性別， 年齢別に求め， 第３表に示した，，

　

身長に対する下肢長， 膝関節高， 謄高， 股の高さ， 袖丈， 足長， 体重の７項目の相関は， すべて

男女児いずれにおいても高く， 胸囲， 背肩幅， 腹囲， 頚付根囲との相関は， 男女児いずれも一般に

低い．
胸囲に対する各項目の相関では， 体重が男女児いずれも高く， 腹囲， 背肩幅， 頭付根囲，

．
上腕最

大囲， 大腿最大囲との相関は男女児いずれも中程度である．
長径項目の代表として通常身長が挙げられており， これによって衣服寸法を推定することが可能
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であるが，

思われる，

第２４巻 第２号 北海道教育大学紀

， 幼児は胸囲と体重の相関関係も高いので，

北海道教育大学紀要（第２部 Ｃ） 昭和４９年１月

体重により周径項目を推定することも可能と

　　　　　　　　

要

　　　　　　

約

被服構成の基礎資料として， 幼児の体型を把握するために， 旭川市の幼児（４～６歳） 男女２１５名

について身体計測を実施し，１６項目の検討を試みた．

　

１

　

各項目の平均値は， 男女とも加齢に従い大きな増加を示す． 身長， 下肢長， 前上腸骨糠高，
膳高， 袖丈， 膝関節高， 股の高さの長径７項目は， 男女いずれも各年齢間に有意差が認められる．
身長， 胸囲， 頭付根囲， 頭囲， 背肩幅の５項目には， 有意な性差が認められ， 男児が女児より優位

である

　

２

　

旭川市の幼児が， 全国平均値に比べて優位な項目は， 胸囲， 腹囲， 頭付根囲， 背肩幅であ

り， 長径項目は全国平均値がやや優位である．

　

３

　

年齢別体型の変化は， 男女ともほぼ同一の傾向を示す， 長径項目よりも， 周径項目の腹囲，

上腕最大囲， 頭囲， 背肩幅などが７歳値に接近している．

　

４

　

幼児値は成人値よりも著しく小さいが， 傾向性としては周径項目が長径項目よりやや成人値

に近く， 特に腹囲と頭囲が最も成人値に接近している．また一般に女児が男児よりも成人値に近い．

　

５

　

身長に対する下肢長， 膝関節高， 膳高， 股の高さ， 袖丈， 足長， 体重の７項目の相関と， 胸

囲に対する体重の相関が男女いずれも高い． 胸囲に対する腹囲， 背肩幅， 頚付根囲， 上腕最大囲，
大腿最大囲の相関は男女いずれも中程度である．

　

稿を終えるにあたり， 身体計測についてご指導をいただいたお茶水女子大学教授

　

柳沢澄子先生

に深く感謝申し上げる． なお身体計測実施に多大の便宜を与えて下さった旭川市立北星保育所， 隣

保会第一保育所の皆様にも併せて厚くお礼申し上げる，
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